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商 号 株式会社エフテック

本社所在地 埼玉県久喜市菖蒲町昭和沼19番地

創 立 1947年7月1日（昭和22年7月1日）

資本金 26億7,740万円

株式上場 2006年9月 東京証券取引所第一部上場

連結売上高 144,089百万円(2013年3月末現在)

従業員数 グループ合計 5,983名(2013年3月末現在)

事業内容 自動車部品及びそれに伴う金型、設備等の開発・製造・販売

主要取引先 本田技研工業株式会社

日産自動車株式会社

日産車体株式会社

スズキ株式会社

三菱自動車工業株式会社
いすゞ自動車株式会社
ダイハツ工業株式会社
General Motors Corporation
TOYOTA Motor North America Inc. 他

会社概要
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エフテックグループの主要製品
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エフテックグループ
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2008 2009

世界拠点長会議

2010 2011 2012

環境データ把握

世界環境会議

各拠点Ｖｉｓｉｔ

環境目標の設定

化学物質管理

環境報告書

展開項目

第１回世界拠点長会議
（環境グローバル展開発信）

拠点Ｖｉｓｉｔ 環境Ｖｉｓｉｔ

グローバル環境データ把握開始

グローバル環境目標の設定

第１回世界環境会議（三重）

第２回世界環境会議（埼玉）

第３回世界環境会議（栃木）

化学物質管理世界標準化

環境報告書の発行

導入期 運用期 発展期

世界拠点長会議
（環境Ｖｉｓｉｔ展開発信）

カテゴリー

ISO５０００１
キックオフ

システム構築

変革期

2013

外部
認証

第４回世界
環境会議（埼玉）

２０２０年環境目標の設定

環境グローバル展開年表
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グローバルマザーの日本が、海外拠点をＶｉｓｉｔして次の事項を確実なものとする。

１、エネルギー使用の高位平準化、見える化

２、製品含有化学物質の非含有保証

３、ライフサイクルGHG把握体制の確立

４、環境管理体制（ＩＳＯ１４００１）の強化

■ 環境Ｖｉｓｉｔの目的

見える化の現地指導
展開スケジュール

オールエフテック環境Visit
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■日程 ： 2013年9月18日～20日

■会場 ： 久喜菖蒲工業団地管理センター

■参加拠点 ： オールエフテック国内外拠点

■参加人数 ： ３３名

開 催 概 要

会 議 概 要

■ 環境改善活動の意思統一

■ オールエフテック環境目標の進捗確認

■ 各拠点有効施策の報告

■ 他社研修（日立製作所㈱大みか事業所）

■ 見える化研修

■ ワイガヤ（顧客要求理解、見える化など）

■ グループ間コミュニケーション向上

他 社 研 修

ISO50001認証取得
2012年7月

（国内電機メーカー初）

日立製作所㈱大みか事業所

第４回世界環境会議の開催

Copyright(c)2014 F.tech Inc. All Rights Reserved.



・2007年11月
・2008年 2月
・2008年12月
・2009年 6月
・2010年 3月
・2011年 3月
・2011年 6月
・2011年 10月

ISO50001は2011年6月に制定されました

ISO50001とは
ISO50001とは、エネルギーマネジメントシステムと呼ばれ

事業者がエネルギー使用に関して、体系的な管理を実施す
る仕組みを定めた世界標準の規格です。ＩＳＯ５０００１で求
められるシステムとプロセスを確立する事により、温室効果
ガスの排出量やエネルギーコストの低減につなげることが
出来ます。

制定の経緯
米国・ブラジル共同提案
NWIP（New Work Item Proposal：新規業務項目提案）承認
WD（Working Draft：作業原案）配信
ＣＤ（Committee Draft : 委員会原案 ）配信
ＤＩＳ（Draft International Standard : 国際規格案 ）配信
ＦＤＩＳ（Final Draft International Standard：最終原案）配信
国際規格制定
ＪＩＳ化

ＩＳＯ５０００１概要
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亀山事業所にてISO50001認証登録

国内自動車部品専門メーカーとして第１号認証
2013年10月
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廃棄物排出量削減の取り組み

細かな分別廃棄による
廃棄物の減量化を実施 軍手、ウエスなどは

洗濯して再利用

廃棄物削減取組み
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行政ご担当者が事業所へ来所、産業廃棄物処理をより確実にするためには

電子マニフェストが有効であると推奨を受けました。

電⼦マニフェスト導⼊背景

2012年
8月

行
政
か
ら
の
推
奨

委
託
先
調
査

導
入
決
定

委
託
先
へ
の
依
頼

社
内
説
明
会

電
子
へ
の
移
行

電
子
化
完
了

9月 10月 10月 11月 12月 ～
2013年
2月

100%

継
続
運
用

100%
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委託先の電⼦マニフェスト加⼊状況調査

排出事業者 収集運搬業者 処分業者

３社全ての加入が

電子マニフェスト運用の必須条件
2012年
8月

行
政
か
ら
の
推
奨

委
託
先
調
査

導
入
決
定

委
託
先
へ
の
依
頼

社
内
説
明
会

電
子
へ
の
移
行

電
子
化
完
了

9月 10月 10月 11月 12月 ～
2013年
2月

100%

継
続
運
用

加入済み
74%

未加入
26%

電子マニフェスト加入状況

9社が未加入

調査
結果

委託先の電子マニフェスト加入状況を調査。

100%
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導⼊決定

2012年
8月

行
政
か
ら
の
推
奨

委
託
先
調
査

導
入
決
定

委
託
先
へ
の
依
頼

社
内
説
明
会

電
子
へ
の
移
行

電
子
化
完
了

9月 10月 10月 11月 12月 ～
2013年
2月

100%

継
続
運
用

全社環境会議にて電子マニフェスト導入に関する検討結果を役員報告。

排出者責任及びより確実な遵法として全社で取り組む事が決定！

100%
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電⼦マニフェスト未加⼊業者へのお願い

2012年
8月

行
政
か
ら
の
推
奨

委
託
先
調
査

導
入
決
定

委
託
先
へ
の
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頼

社
内
説
明
会

電
子
へ
の
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行

電
子
化
完
了

9月 10月 10月 11月 12月 ～
2013年
2月

100%

継
続
運
用

電子化１００％を目標に電子マニフェスト未加入の９社に対して加入のお願いを実施。

８社が新規加入 取引継続

１社が加入して頂けなかった 取引中止
電子化１００％を目指した背景

１枚でも紙マニフェストが発行されると行政への年度報告や

5年間の紙マニフェスト保管義務が発生し、電子化のメリット

が薄れてしまう。

100%
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社内説明会の開催

2012年
8月

行
政
か
ら
の
推
奨

委
託
先
調
査
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定
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了
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2013年
2月

100%

継
続
運
用

電子マニフェストにスムーズに移行するため社内説明会及び操作説明会を開催。

社内説明会の様子

■説明会の内容
電子マニフェストシステム導入の経緯

電子マニフェストシステム概要

電子マニフェストシステム操作説明

質疑応答

システム操作説明

説明会では、ＪＷセンター様から講師をお招きし、実際の

電子マニフェストのデモシステムを使用して作業習熟を

行いました。※デモ操作には、ネットに接続出来る環境とPCが必要。

100%
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電⼦マニフェスト⼊⼒情報

【排出情報】 ●引渡し⽇●引渡し担当者●排出事業場
【産業廃棄物情報】 ●廃棄物の種類●廃棄物の数量・単位●荷姿●数量の確定者
【運搬情報】 ●収集運搬業者
【処分情報】 ●処分業者
【最終処分の場所】 ●委託契約書 or 当社指定のとおり

【排出情報】 ●引渡し⽇●引渡し担当者●排出事業場
【産業廃棄物情報】 ●廃棄物の種類●廃棄物の数量・単位●荷姿●数量の確定者
【運搬情報】 ●収集運搬業者
【処分情報】 ●処分業者
【最終処分の場所】 ●委託契約書 or 当社指定のとおり

電子マニフェスト入力画面

赤
字
は
入
力
必
須
項
目

↓

操作説明会は実施したが、入力項目が多岐にわたり電子への切替えには混乱が予想
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⼊⼒パターン設定の活⽤

当社では、排出される産業廃棄物の種類

ごとに排出部門、収集運搬業者、処分業者

などあらかじめ決まっている。

切替えの際の混乱を防ぐため、電子マニフェスト運用開始前に

ＥＭＳ事務局にて必要情報を※入力パターン設定しました。

全６０パターンを

運用開始前に登録完了
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※入力パターン設定とは
マニフェスト情報、予約情報を登録する場合に、あらかじめ決まっている入力内容をパターン化し登録内容を簡単にすることができます。

引用：ＪＷＮＥＴ電子マニフェスト操作マニュアルより



収集運搬業者A

パターン選択時の⼊⼒情報

●引渡し⽇
●引渡し担当者
●廃棄物の数量
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●引渡し⽇●引渡し担当者●排出事業場
●廃棄物の種類●廃棄物の数量・単位●荷姿
●数量の確定者●収集運搬業者●処分業者
●最終処分の場所

●引渡し⽇●引渡し担当者●排出事業場
●廃棄物の種類●廃棄物の数量・単位●荷姿
●数量の確定者●収集運搬業者●処分業者
●最終処分の場所

パターン選択時の電子マニフェスト入力画面

入力パターン設定活用により担当者の業務負荷軽減、スムーズな移行を実現

処分業者A

処分事業場A



担当者別ログインページのカスタマイズ
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・入力全６０パターンが表示され間違った

パターンを選択をしてしまう恐れがある。

・三重県、埼玉県共に委託している処分

業者があり間違った事業所を選択してしま
う恐れがある。

現 状 改 善 改 善 後

・基本設定から、各サイト、各部門で

該当する廃棄物情報のみ抽出し登録。

・各部門で該当する廃棄物情報のみ
表示される様になった。

担当者別ログインページをカスタマイズする事により選択ミスを防止

Ａ社

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

Ｄ社

Ｅ社

Ａ社 ○○事業所

Ａ社 ■■事業所

Ｂ社

Ｃ社

Ｄ社

Ｅ社

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

Ｄ社

Ｅ社

Ａ社 ○○事業所

Ｂ社

Ｃ社

Ｄ社

Ｅ社



電⼦マニフェスト独⾃マニュアルの作成
電⼦マニフェスト独⾃マニュアルの作成
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機能活用方法や、ノウハウ、操作のコツなどをまとめた資料を作成



電⼦マニフェストへの移⾏

2012年
8月

行
政
か
ら
の
推
奨

委
託
先
調
査

導
入
決
定

委
託
先
へ
の
依
頼

社
内
説
明
会

電
子
へ
の
移
行

電
子
化
完
了

9月 10月 10月 11月 12月 ～
2013年
2月

100%

継
続
運
用

委託業者の新規加入、社内での説明会を経て電子マニフェストへの移行スタート。

11月 12月 1月 2月 3月 4月 2月

説明会 ▼ ▼

電子移行期間

完全移行 ★ 継続
運用

2012年 2013年 2014年

久喜/芳賀説明会 亀山説明会

芳賀：電子マニフェスト運用開始

久喜：電子マニフェスト運用開始

亀山：電子マニフェスト運用開始

100%
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100%事前準備をしっかり行った事により、

大きな混乱も無く電子化へ移行



現場からの声
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マニフェスト管理担当者の声
都度返送される各票の照合作業に
台帳で管理していましたが、電⼦化
に伴いかなり業務⼯数が減りました。

マニフェスト発⾏担当者の声
電⼦マニフェストシステム操作には
不安もありましたが実際に操作登録
してみると⾮常に簡単でした。

ＥＭＳ事務局の声
廃棄物データの精度が向上し、
データ抽出漏れや転記ミスによる

データ間違いなどが無くなりました。

紙マニフェスト運用時

電子マニフェスト導入後

照合作業のため、独⾃の台帳に以下の情報を
⼿⼊⼒し管理していた
●廃棄物内容 ●マニフェスト番号
●収集運搬業者名 ●処分業者名 ●引き渡し⽇
●各票戻り⽇ 等



電⼦マニフェスト導⼊で得たメリット

● 台帳管理による業務負荷
● 記⼊漏れや記⼊ミス
● 紙マニフェスト紛失の恐れ（5年間保管）
● 交付担当者（現場）からマニフェスト管理担当者（管理部⾨）への送付（連絡）漏れ

Copyright(c)2014 F.tech Inc. All Rights Reserved.

紙マニフェスト運用時の困りごと

電子マニフェスト導入で得たメリット

● 記載内容不備、マニフェスト紛失の防止

● マニフェスト５年保存義務の免除

●産業廃棄物管理票交付等状況報告書提出免除

●各マニフェストの運搬、処分状況がＰＣ上で容易に確認できる

●会社独自のマニフェスト管理台帳が不要（交付番号、票戻り状況等）

●排出データをＣＳＶ形式で抽出できるため、排出実績管理が容易になる

●通知メール配信機能（処理終了期限間近、各処理終了報告等）



電⼦マニフェストの注意点

⾦⾦

廃棄物
引き渡し

土土 日日 月月

1日目 2日目 登録締切
●電子マニフェストは引き渡し日翌3日以内に登録

→長期連休期間中の廃棄物処理に注意

●紙マニフェスト同様登録１件ごとに課⾦される
→修正不可項目で誤登録をした場合、登録内容の削除・再登録→追加費用発生

●収集運搬業者 ●積替保管施設 ●処分業者・処分事業場

●収集運搬業者向けに廃棄物に関する書⾯を発⾏
→担当者不在時の対応に注意
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おわりに

電子マニフェスト導入・運用までには、委託処理業者への働きかけや、

各初期設定など様々な準備が必要となります。

しかし、導入・運用後得られるメリットは非常に多く、電子マニフェスト

は産業廃棄物に関する遵法管理強化に非常に役立つシステムである

ことを実感しています。

今後も、当社は産業廃棄物排出者の責任を全うし、産業廃棄物の

削減、廃棄物処理に関する遵法管理のレベルアップを図っていきます。
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亀山事業所
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ご清聴ありがとうございました


